
指標 

（厚労省提出指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 
A）最終検査値の HbA1c が 8.0％未満 

B）65歳未満で最終検査値の HbA1c が 7.0％未満 

分母 

A）半年間で 90日以上、血糖降下剤またはインスリンが投与

された外来患者数。インスリンは１回 30 日分でカウントす

る。（近接診含む） 

B）65 歳未満の半年間で 90日以上、血糖降下剤またはインス

リンが投与された外来患者数。インスリンは１回 30 日分で

カウントする。（近接診含む） 

・近接診は、「含む」に定義を戻す。近接診は、病院の外来機

能を診療所に持たせているため。 

収集 

期間 
年 2 回（6 月・12 月）  

調整 

方法 
 ・最終検査時の年齢でカウントする 

糖尿病の患者の血糖コントロール 

・糖尿病患者の血糖値のコントロール状態を示す指標で、より高い値が望ましい。これを達成するためには食

事療法や運動療法の指導と適切な薬物療法の実施が必要であり、これらを改善することによって診療の質向

上を目指す。 

A)最小値65.20 25％値72.87 中央値79.47 75％値85.23 最大値90.24 （％） 

B)最小値26.00 25％値33.43 中央値40.60 75％値50.00 最大値69.23 （％） 

回答病院 A)32病院 うち外れ値 1病院、 

 B)29病院 うち外れ値 0病院 

指標A)、B)ともに、2021年に比べて大きな変化は見られませんでした。全回答病院の数値を合計して平均値

を出すと、指標A) 76.3％（40162/52616）、指標B) 39.8％（5883/14796）となり、2021年の指標A)76.5%、指標

B)39.9％と大きな変化はありませんでした。さらなる改善が求められます。 

 回答病院毎に増減があり、個別に評価検討が必要です。回答病院の減少（2021年 A:40病院 B:36病院）があ

り算出体制の困難さがうかがわれます。 

参考：日本病院会QI「2021年度結果報告」には、指標No.14-a「糖尿病患者の血糖コントロールHbA1c<7.0％」

＝212施設・平均値47.3％、中央値47.8％、最大値91.5％、最小値15.8％、▼指標No.14-b「65歳以上の糖尿病

患者の血糖コントロールHbA1c<8.0％」＝平均値77.7％、中央値81.3％、最大値100.0％、最小値20.8％と公表

されています。定義の異同に注意して比較、検討してください。▼14-aは全年齢の糖尿病治療･外来患者を対象

とし、14-bは65歳以上の糖尿病治療･外来患者を対象とする「定義」が違うことに注意してください。 

2020年から定義変更あり 

36

直近4 年で経年的に8％未満の割合患者さんは徐々に増加（2019年 75.2%→2022年 81.3%）しており、2019

年から始めたDM診療の質改善チームの活動効果が出ていると思われる。 

いまだにHbA1ｃ10％以上の血糖コントロール不良の患者さんが40名以上おり、この方達を重点診療対象にした

特殊外来(リスタート外来)を開設しているが、あまり減らせていない。社会的な孤独が大きく関わっていそう

だという現場の感覚があり、データを集めて孤独と血糖コントロール不良の関係を明らかにする臨床研究をで

きればと考えている。（甲府共立病院） 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例など 


















